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地震津波避難計画 
＜地域住民編＞ 

 

 

令和４年３月 修正 

 

 

 

津波避難に関する基本原則 

○ 津波による犠牲者を最小限にする。 

○ 強い揺れや長い揺れを感じたら、ただちに海岸や河

川から遠く離れ、高い場所に避難する。 

○ 行政機関は迅速・確実に津波警報等を伝える。 

○ 自助・共助による避難を促進する。 

 

 

 

 

※避難指示：災害により危険が切迫したときに、住民のみなさんの避難を促すために市長

が発令するものです。 
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１．地震だ！～強い揺れを感じたら 
□ 強い揺れを感じたら、机の下に隠れるなど、周囲の状況に応じて、まず身の安

全を確保しましょう。あわてて外へ飛び出さないこと。 

□ 揺れが収まったら火の元を確認しましょう。 

強く、大きく、長い揺れは大津波地震！ 

揺れを感じなくても、津波警報や大津波警報をきいたらただ

ちに避難！！ 
非常持出品を持って、ただちに海岸や河川から遠く離れ、高い場所に避難しま

しょう。 

□ 防災行政無線の放送（サイレン音）、携帯電話等（緊急速

報メールやインターネットなどのツールを含む）や携帯ラ

ジオなどで津波情報等を確認しましょう。 

□ 揺れを感じなくても、防災行政無線などで津波警報や大津

波警報を聞いたら、ただちに避難しましょう。 

□「津波だ、逃げろ」と大声を出しながら、率先避難者とな

って避難しましょう。 

□ 避難指示が発令されたら、それに従いましょう。 

□ 徒歩による避難を原則とします。 

ただし、避難行動要支援者等で自力による避難が困難な場合など、やむを得ない

場合は、自転車、オートバイ又は自動車の乗り合わせで避難します。 

□ やむを得ず自動車で避難する場合は、次の点を遵守しましょう。 

○徒歩避難者の安全に十分配慮して運転する。 

○信号機が滅灯している交差点では、周囲の状況を確認して慎重に通過する。 

○路面の障害物や橋などが壊れていないか、道路の安全に注意して運転する。 

○渋滞等を抑制するため、市指定の津波避難拠点に限らず可能な限り海岸から離れ、

坂道の頂点等で止まらない。 

○渋滞等で前に進めず、津波が背後に迫っている場合は、徒歩に切り替える。 

この場合、できるだけ車道以外のスペースに駐車する。やむを得ず

車道に駐車する場合は、比較的幅員の広い場所の左端に駐車し、エ

ンジンを止め、鍵はつけたまま、窓を閉め、ドアはロックしない。 

□ 安全な場所まで避難したら、防災行政無線や携帯電話などで正確な情報を入手

し、開設された避難所に移動しましょう。 

□ 避難所に到着したら「避難者カード」（添付資料参照）に記入し、他の避難者

と協力して自主的に避難所の運営をしましょう。 

□ 津波は繰り返し襲ってくるので、津波警報等が解除されるまで避難を継続しま

しょう。 

□ 想定にとらわれず、各自最善をつくしましょう。
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２．津波から身を守るために 
□ 地震発生直後から津波の第１波が来るおそれがあります。 

□ 津波の第１波は押し波又は引き波で始まります（押し波、引き波と決まってい

るわけではありません）。 

□ 津波は繰り返し襲来し、第１波が最大のこともあれば、第２波、第３波など後

続波が最大になることもあります。 

□ 津波は海岸付近でもオリンピックの短距離選手並のスピードがあり、津波が見

えてからではとても逃げ切れません。 

□ 津波は沿岸の地形などの影響で局

所的に高くなったり、強くなったり

します。 

□ 津波予報区の個々の沿岸では予想

された津波の高さより低かったり、

到着時間が遅かったりすることが

ある一方で、場所によっては予想よ

り高く、早く津波が襲来することが

あります。 

□ 津波の遡上（そじょう）は、一般に約１キロメートル浸水するごとに１メート

ル程度津波の高さが減少します。 

□ 津波は河川を遡上し、内陸で河川堤防を乗り越えて浸水してくる場合がありま

す。 

□ 自然は不確実性があるため、想定以上の津波がくる可能性があります。一度避

難しても気を抜かず、そこも危ないと感じたら、迷わずさらに海岸や河川から

遠く離れ、高い場所に避難しましょう。 

□ 過去の経験や記憶にとらわれず、これまでに経験したことのない揺れを感じた

ら津波を連想し、ただちに率先して避難しましょう。 

□消防団員等に「退避命令」があると、津波到達予想時刻が切迫しているサイン

ですので、ただちに避難しましょう。 

※消防団員等は、退避命令があったときや、危険を察知したときは、ただちに

退避を開始します。 
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３．日頃から災害に備えましょう 
 
実際に災害が発生した場合を想定して、避難方法や連絡方法

などを家族で話し合い、あらかじめ準備しておきましょう。 
 

□ 家具の耐震固定をきちんと行い、非常持出品を用意しましょう。 

※ 非常持出品については、「非常持出品一覧（チェックリスト）」参照 

□ 避難場所や避難経路を確認しましょう。 

 ブロック塀に囲まれた道路、東日本大震災の時に液

状化が発生した場所など、避難の時に気をつける場

所を確認しておきましょう！ 

□ 近隣住民と避難行動要支援者（支援を要する高齢者、

障害者、妊産婦など）の避難方法を確認しましょう。 

（予想される津波の浸水深によっては上層階に避難する、または、浸水深の浅

い場所では緊急的に身近にある建物の上層階や少しでも高い場所を目指して逃

げるなどの避難方法も考えられます。） 

□ 避難行動要支援者はいざという時のために、市が行う要援護者名簿への登録な

どに自ら申し出るようにしましょう。 

□ 携帯電話で地震・津波情報を受信できるよう「緊急速報メール」の設定（受信

設定が必要な対応機種の場合）や、「災害・防災情報メール」の登録をしましょ

う。 

□ 伝言を音声で録音・再生できる「災害用伝言ダイヤル（171）」や、携帯電話

等のインターネット接続機能で伝言を文字で登録・確認できる「災害用伝言板」

などを家族で練習しましょう。 

□ 災害時に取るべき行動を身につけるため、避難訓練には必ず参加しましょう。 

□ 講演会、広報紙やホームページ等から正しい情報を得て、防災（減災）に関す

る知識を深めましょう。 

 

・気象庁ホームページ     https://www.jma.go.jp/jma/index.html 

・銚子地方気象台ホームページ https://www.jma-net.go.jp/choshi/ 

・千葉県防災ポータルサイト  https://chiba.secure.force.com/ 

・旭市ホームページ      https://www.city.asahi.lg.jp/ 
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表 津波避難拠点一覧 

№ 避難施設名 所在地 
土地 
標高 
（ｍ） 

避難地 
GL 
から
（ｍ） 

建物 
標高
（ｍ） 

構造 
沿岸と 
の距離 
（ｋｍ） 

収容 
人数 
※1 

 津波避難ビル等 

1 飯岡小学校 飯岡 2020-1 6.7 本（北）校舎３階以上 8.3 15.0  ＲＣ３階 約 0.3 1,400 

2 下永井団地 飯岡 3491 6.4 住宅２階以上 3.6 10.0  ＲＣ４階 約 0.3 80 

3 飯岡避難タワー 飯岡 2164-1 3.9 津波避難タワー 10.0 13.9  鉄骨 約 0.14 100 

4 いいおか 
潮騒ホテル 萩園 1437 4.7 宿舎屋上 11.0 15.7 ＲＣ３階 約 0.05 600 

5 双葉団地Ａ 萩園 1243-7 6.0 住宅３階以上 6.2 12.2  ＲＣ４階 約 0.2 120 

6 いいおか保育所 萩園 1752-1 7.0 園舎屋上 7.4 14.4 ＲＣ２階 約 0.7 300 

7 三川小学校 三川 4643 6.1 特別教室棟２階以上 4.4 10.5  ＲＣ２階 約 0.5 1,000 

8 三川避難タワー 三川 5885-2 4.6 津波避難タワー 8.0 12.6  鉄骨 約 0.15 100 

9 矢指小学校 椎名内 1278 6.1 体育館２階 ※2 4.9 11.0  ＲＣ１階 約 1.0 120 

10 日の出山公園 椎名内 3881 6.0 築山頂上部 7.0 13.0 築山 約 1.0 500 

11 矢指避難タワー 椎名内 1173-2 3.1 津波避難タワー 10.0 13.1  鉄骨 約 0.4 100 

12 富浦小学校 中谷里 3383-2 6.0 管理教室棟２階以上 4.1 10.1  ＲＣ２階 約 1.6 1,050 

13 かんぽの宿旭 仁玉 2280-1 4.1 宿舎３階以上 8.9 13.0  SRC10 階 約 0.1 1,000 

14 富浦避難タワー 神宮寺 1797-5 3.6 津波避難タワー 9.0 12.6  鉄骨 約 0.28 100 

 津波避難場所 

1 上永井公園 上永井 1309-1 65.9         約 0.1  

2 塙高台 古城坂ルート 38.7         約 1.1  

3 横根高台 横根坂ルート 52.8         約 1.4  

4 飯岡中学校 横根 3746 7.6 校舎屋上 ※3 8.4 16.0 ＲＣ２階 約 1.0 1,500 

5 三川高台 恵天堂坂ルート 59.1         約 2.1  

6 海上公民館 高生 1 8.0       SRC２階 約 3.6  

7 旭中央病院附属 
看護専門学校 イの 1182 7.7       ＲＣ５階 約 2.6  

8 中央小学校 ハの 74 8.4       ＲＣ３階 約 2.9  

9 第一中学校 ハの 2304 7.8       ＲＣ４階 約 2.6  

10 第二中学校 ニの 2510-1 6.6       ＲＣ３階 約 3.4  

11 豊畑小学校 井戸野 2738 6.5       ＲＣ２階 
約 1.3 

（河川から） 

※1 収容人数は一時滞在が可能な人数で、指定避難所における長期滞在の人数とは異なります。 

※2 体育館２階のミーティングルーム及びギャラリー（館内の両脇などにある上部通路のこと）を対象とします。 

※3 飯岡中学校は津波浸水想定区域に含まれませんが、屋上部分への津波避難が可能なため、建物の標高及び屋

上部分の一時収容人数を示しています。
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「非常持出品一覧（チェックリスト）」 

災害に備えて、非常食・飲料水、貴重品、救急医療品、懐中電灯などを各自で準

備しましょう。 

必要な持出品は各ご家庭によって異なります。非常持出品は、家族で良く話しあ

って揃えましょう。 

 

≪参考例≫ 

□非常食・飲料水 

□貴重品（現金、預金通帳、印鑑、保険証コピー等） 

□救急医療用品（持病薬を含む） 

□ヘルメット・防災ずきん・ライフジャケット 

□懐中電灯 

□情報収集ツール（携帯ラジオ、携帯電話・充電器など） 

□予備電池 

□ライター 

□タオル 

□マスク 

□ティッシュ、ウエットティッシュ 

□歯ブラシ 

□ビニールシート 

□筆記用具など 
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小学 
校区 

区名 
緊
急
度 

 
小学 
校区 

区名 
緊 
急 
度 

 
小学 
校区 

区名 
緊 
急 
度 

 
小学 
校区 

区名 
緊 
急 
度 

中央 十日市場岡区 Ｃ  

富浦 

仁玉岡区 Ｃ  

飯岡 

永井岡区 Ｂ  

飯岡 

平松岡区 Ｂ 

矢指 

十日市場浜区 Ａ  仁玉浜区 Ａ  東町区 Ａ  平松浜区 Ａ 

椎名内岡区 Ｂ  中谷里岡区 Ｂ  西上町区 Ｂ  横根岡区 Ｂ 

椎名内東町区 Ａ  中谷里浜区 Ａ  西下町区 Ａ  横根西浜区 Ａ 

椎名内仲町区 Ａ  川向区 Ａ  横根東浜区 Ａ  萩園区 Ａ 

椎名内西町区 Ａ  神宮寺岡区 Ｂ  本町区 Ａ  双葉町区 Ｂ 

東足洗区 Ｂ  神宮寺浜区 Ａ  川端町区 Ａ  

三川 

曽根区 Ｂ 

西足洗岡区 Ｃ  井戸野浜区 Ａ  小網町区 Ａ  目那区 Ｂ 

西足洗浜区 Ａ  駒込浜区 Ａ  広網町区 Ａ  犬林区 Ｂ 

野中区 Ａ  

豊畑 

井戸野上通り区 Ｃ  大崎町区 Ａ  上宿区 Ｂ 

足川岡区 Ｂ  井戸野中通り区 Ｃ  八軒町区 Ａ  後区 Ｂ 

足川浜区 Ａ  井戸野下通り区 Ｃ  並木町区 Ｂ  下宿区 Ｂ 

   泉川区 Ｃ  飯岡岡区 Ｂ  浜区 Ａ 

   駒込岡区 Ｂ  行内区 Ａ  県営飯岡団地 Ｂ 

   大塚原区 Ｂ         
(注)緊急度は、避難する必要が高いものからＡ⇒Ｂ⇒Ｃ⇒Ｄとします。 

Ａ：東日本大震災において津波による浸水被害のあった地区（２７区） 
Ｂ：津波高１０ｍで浸水被害が想定される地区（２１区） 
Ｃ：津波高１０ｍで浸水被害の想定はないが避難を必要とする地区（７区） 
Ｄ：避難対象地域には該当しないものの標高１０ｍ以下の地区 

避難対象地域に 

該当する区 

津波到達予想時間：地震発生 30 分後 

（元禄地震を想定した場合の時間） 

【注】予想より早い時間で到達することがあります 

図 避難対象地域及び津波避難拠点・避難路 



 

 

 

 

 


